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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセス端末において動作可能な無線通信の方法であって、
　低電力状態からウェークすることと、
　第１の試み中に成功裏に取得された前パイロット取得、またはパイロット探索のための
探索ウィンドウの中心のドリフトのうちの少なくとも１つが予め決定されたスレショルド
よりも小さいと決定することと、
　前記決定によりパイロット取得タイムラインを好適化することと、ここにおいて、前記
パイロット取得タイムラインは、デフォルト継続期間に対して前記パイロット取得時間の
継続期間を短縮することを備える、
　ダイナミックに好適化されたパイロット取得タイムラインにより前記パイロットを探索
することと、を備える、アクセス端末において動作可能な無線通信の方法。
【請求項２】
　前記パイロット取得タイムラインを前記好適化することは、パイロットの探索に対応す
る探索パラメータを変更することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記パイロット取得タイムラインを前記好適化することは、パイロットの探索に対応す
る探索アルゴリズムを変更することを備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定することは、少なくとも１つの成功裏に取得されたパイロットの強度は予め決
定されたスレショルドよりも大きいと決定することをさらに備える請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　前記決定することは、成功裏に取得されたパイロットにおける復調フィンガーの強度は
予め決定されたスレショルドよりも大きいと決定することをさらに備える請求項１に記載
の方法。
【請求項６】
　前記決定することは、
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　スロットサイクルインデックスにおける分散のうちの少なくとも１つは予め決定された
スレショルドよりも小さい、ＤＲｘサイクルにおける分散は予め決定されたスレショルド
よりも小さい、又はページメッセージ誤り率は予め決定されたスレショルドよりも小さい
と決定することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記決定することは、
　少なくとも１つの前パイロット取得は第１の試み中に成功裏にパイロットを取得したと
決定することと、
　少なくとも１つの成功裏に取得されたパイロットの強度は予め決定されたスレショルド
よりも大きいと決定することと、
　成功裏に取得されたパイロットにおける復調フィンガーの強度は予め決定されたスレシ
ョルドよりも大きいと決定することと、
　パイロット探索のための探索ウィンドウの中心のドリフトは予め決定されたスレショル
ドよりも小さいと決定することと、
　スロットサイクルインデックスにおける分散のうちの少なくとも１つは予め決定された
スレショルドよりも小さい、ＤＲｘサイクルにおける分散は予め決定されたスレショルド
よりも小さい、又はページメッセージ誤り率は予め決定されたスレショルドよりも小さい
と決定することと、を備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記決定することは、前記アクセス端末は緊急コールバックモードにないと決定するこ
とをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記決定することは、呼又はシステムアクセス試みのうちの１つの終了に引き続く予め
決定された時間ウィンドウが経過していると決定することをさらに備える請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　無線通信のために構成されたアクセス端末であって、
　低電力状態からウェークするための手段と、
　第１の試み中に成功裏に取得された前パイロット取得、またはパイロット探索のための
探索ウィンドウの中心のドリフトのうちの少なくとも１つが予め決定されたスレショルド
よりも小さいと決定するための手段と、
　前記決定によりパイロット取得タイムラインを好適化するための手段と、
　ここにおいて、前記パイロット取得タイムラインは、パイロット取得プロセスのために
利用される継続時間、前記パイロットの取得を試みるために利用される１つ以上の探索パ
ラメータ、又は前記パイロットを探索して取得するために利用されるアルゴリズムのうち
の１つまたは複数に対応する、
　前記ダイナミックに好適化されたパイロット取得タイムラインによりパイロットを探索
するための手段と、を備える、無線通信のために構成されたアクセス端末。
【請求項１１】
　前記パイロット取得タイムラインを好適化するための前記手段は、デフォルトの継続時
間に対して前記パイロット取得タイムラインの継続時間を短縮するように構成される請求
項１０に記載のアクセス端末。
【請求項１２】
　アクセス端末において動作可能なコンピュータプログラム製品であって、
　請求項１－９のうちのうちのいずれかの方法をコンピュータに行わせるための命令、を
備える、コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を備える、アクセス端末において
動作可能なコンピュータプログラム製品。
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